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要旨

2017年9月に名古屋市中区本丸1に位置する名古屋城の御深井丸大堀（以下，名古屋城外堀）において，

名古屋市では絶滅したとされるトチカガミ科トチカガミHydrocharis dubia （BL.） Backerを確認した．

この確認は，名古屋市で12年振りに，名古屋城外堀で37年振りに再確認したことになる．近年，名古

屋城外堀においてオニバスをはじめ一度は絶滅したとされる水生植物が確認されるようになってきたこ

とから埋土種子からの発芽の可能性が考えられる．一方，観賞用に栽培されていた本種が放流された可

能性も否定できない．

本文

トチカガミHydrocharis dubia （BL.） Backerは，トチ

カガミ科トチカガミ属に属する多年性の浮遊植物で平地

の湖沼やため池，水路などに群生し，日本の本州，四国，

九州，中東を除くアジア，オーストラリアに分布する（角

野，1994，2014）．本種は，名古屋市では絶滅したとさ

れているが（名古屋市，2015），名古屋城外堀で再確認

したので記録とともに報告する．

名古屋城外堀は，本丸を中心として，全長1,100 mに

わたる堀で，面積約7.2 ha，水深は平均2.2 mで最大3.4 m

である．2017年9月21日（木）に名古屋城外堀の西側

南端（名古屋市中区本丸1，35°10'59.4"N，136°53'47.8"E）

において「なごや生きもの一斉調査・2017 淡水貝編」

の調査中に著者の一人である寺本が浮遊するトチカガミ

を確認した（図1）．また，2017年10月5日（木）に再

図1．トチカガミの再確認地点

　　 （国土数値情報を編集して作成　編集者：寺本匡寛）
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調査したところ，これ以外にも2箇所でトチカガミの生

育を確認することができた（図2）．

本種は，やや富栄養化した水域を好む水草であるが，

近年，急激に減少しており，環境省で準絶滅危惧種に，

40都府県で絶滅，絶滅危惧ⅠA類，絶滅危惧ⅠB類，

絶滅危惧Ⅱ類，その他希少種等に選定されている（NPO

法人 野生動物調査協会・NPO法人 Envision環境保全事

務 所， 日 本 の レ ッ ド デ ー タ 検 索 シ ス テ ム，http://

jpnrdb.com，2017年11月1日確認）．愛知県では，丘陵

地の池ではみられず，沖積平野の水位変動が小さい，中

栄養の池や木曽川下流のデルタ域にみられるとあり（愛

知県，1995），以前はあちこちに見られたらしい（愛知

県植物誌調査会，1996）．しかし，比較的最近では，「豊

橋南部，幡豆，日進長久手，東海知多，名古屋南西部，

尾西，祖父江，稲沢平和，海部西部，海部南部」で確認

されているが（愛知，2009），減少傾向が著しく，かな

りの区画で絶滅したと考えられており，絶滅危惧ⅠB類

に選定されている（愛知県，2009）．

名古屋市では 1967 年に名城公園（愛知県，2009），

1992 年に中川区富田町戸田と中川区富田町長須賀，

1981年に港区西福田戸田川で採集された標本はあるが，

現存を確認できないとして絶滅に選定されている（名古

屋市，2015）．著者の一人である小菅が2005年9月26日

に港区藤高で採集した標本もある．

標本は残されていないものの，過去に名古屋城外堀で

トチカガミが生育していたという記録が残されている．

1971年に愛知県高等学校生物教育研究会が発行した愛

知の植物には，サンショウモSalvinia natans，オニバス

Euryale ferox，コウホネ Nuphar japonica，ウキクサ

Spirodela polyrhiza，クロモHydrilla verticillata，トリ

ゲモ Najas minor，ヤナギモ Potamogeton oxyphyllus，

イトモ Potamogeton pusillus，マツモ Ceratophyllum 

demersum，ハス Nelumbo nucifera，オオフサモ

Myriophyllum aquaticum，ヒシTrapa japonica，ヒメビ

シTrapa incisa，フサタヌキモUtricularia dimorphantha，

ガガブタNymphoides indicaとともに記載されている

（愛知県高等学校生物教育研究会，1971）．1980年に名

古屋市が発行した名古屋市の植生自然度及び自然保護に

関する調査報告には，オニバス，クロモ，ヒシ，ヒメビ

シ，ガガブタなどと共に記載している（名古屋市，

1980）．しかし，同じく名古屋市が1991年に発行した名

古屋市の植生には，オニバス，ヒシ，ヒメビシの記載は

みられるもののトチカガミの記載はみられない（名古屋

市，1991）．浜島（1996，2013）は，名古屋城外堀の水

草相の変化をまとめており，1954年と1969年に生育し

ていた記録はあるが，1982年には確認できなかったとし，

1995年には絶滅したとしている．さらに，1982年から

の14年間に沈水植物，浮葉植物のすべては消滅したと

している．その原因として水質が著しく富栄養化し汚濁

したことを挙げている．つまり，記録としては1980年

が最後であり名古屋市では12年振りに，名古屋城外堀

において37年振りに再確認したことになる．

一般に池や湖沼の岸辺の植生は抽水植物群落→浮葉植

物群落の順で形成される．トチカガミが確認された植生

図2．名古屋城外堀で再確認されたトチカガミ

　　   2017年10月5日撮影

図3．トチカガミが再確認された岸辺の植生状況

　　   2017年10月5日撮影 
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は，外堀の岸辺から沖へ向かうにしたがって，クズ群落

→オギ群落またはヨシ群落→ショウブ群落の順に帯状分

布していたが，オギ群落またはヨシ群落が抜け落ちてい

る箇所もみられた（図3）．ヒシやガガブタの生育がな

いため浮葉植物群落は形成されていなかった．これらの

水深の増加と群落の配列が良く対応しているのがわか

る．トチカガミは抽水植物の外縁域にのみ発達するとあ

り（浜島，2013），実際に，ショウブ群落の水辺側の辺

縁部やショウブの隙間の水面において確認された．これ

らの水深はいずれも30-50cm程度で，浮遊している個体

も散見されたが多くは根が伸びて，底土に固着していた．

そのため，浮遊，流出する可能性は低いと考えられる．

トチカガミ以外では，ショウブAcorus calamus，オ

オカナダモEgeria densa，ヤナギモ，メヒシバDigitaria 

c i l iaris，オギ Miscanthus sacchari f lorus，ヨシ

Phragmites australis，ノブドウAmpelopsis glandulosa 

var. heterophylla，ヤブガラシCayratia japonica，アレ

チヌスビトハギ Desmodium panicula tum，クズ

Pueraria lobata，カラムシ Boehmeria nivea var． 

nipononivea，ゴキヅルActinostemma tenerum，アレチ

ウリSicyos angulatus，ナンキンハゼTriadica sebifera，

シダレヤナギSalix babylonica，ヤナギタデPersicaria 

hydropiper var. hydropiper，イヌタデ Persicaria 

longiseta，アメリカセンダングサBidens frondosa，セ

リOenanthe javanica subsp. javanicaが確認された．

浜島（1996・2013）が作成した1967年の名古屋城外

堀の西側と北側の一部の植生では，今回再確認した付近

にトチカガミが記録されている（図4）．近年，名古屋

城外堀では，2012年にオニバス（中村，2014），2014年

にヒメビシ（名古屋市，2015）といった浮葉植物が確認

されている他，オオカナダモ，エビモ Potamogeton 

crispus，ヤナギモといった沈水植物が確認されるよう

になってきた（寺本・小菅，2017）．トチカガミの種子

の寿命は明らかにされていないが，西廣ほか（2016）は，

霞ヶ浦（西浦）と印旛沼を対象に，水生植物の再生の確

認の有無と，地上植生での消失からの経過時間との関係

を分析している．その結果，地上植生から記録されなく

なった植物の再生の可能性は時間経過に伴って急激に低

下し，地上植生消失後，約20年が経過すると再生でき

る確立は約50%に，約40年が経過すると約10%に低下

して再生が困難になるという大まかな目安を示してい

る．一方で，千葉県が実施している土壌シードバンク等

からの印旛沼産の沈水・浮葉植物の系統維持の中にトチ

カガミが含まれている（林，2013）．印旛沼の干拓事業

は1964年に開始され，土壌シードバンクの探索は2005

年から実施された．その結果，2006年にトチカガミの

再生が確認されている．ただし，土壌を採取した地点は

1964年の工事着手から2～3年後に埋め立てられた可能

性があるため，少なくとも約40年後に再生した事例も

ある（林，未発表）．さらに，37年振りの再確認ではあ

るが，港区藤高の水田において一時的ではあるものの

12年振りに生育を確認した事例もあり，埋土種子から

偶発的に発芽する可能性は捨てきれない．水位低下は,

これまで光が十分にとどかなかった補償深度以下の場所

の光利用性を高め（今本，2006），補償深度付近程度の

深さの平らな湖底が広がる湖沼では水位低下による影響

で補償光量域の低いセンニンモ，クロモ，オオカナダモ

が増加する可能性を示唆している（今本，2008）．近年，

透視度が20～30度（最大50度以上）と総じて低い（名

古屋市観光文化交流局名古屋城総合事務所，2017）名古

屋城外堀においてオオカナダモの生育が確認されるよう

になってきたことから，平らな水底が広がる名古屋城外

堀において水位変動があったと推察される．実際に，

2003年からの本丸搦手馬出周辺石垣の修復工事にとも

ない2012年11月と2013年11月には名古屋城外堀の堀底

が一部露出する程に水位が下げられることがあった（中

村，2014）．これらの水位変動によって埋土種子からの

図4 ．名古屋城外堀における1967年と2017年のトチカガミ

の分布状況（1967年のトチカガミの分布は浜島（1996・

2013）による）
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発芽が誘発された可能性も考えられる．

トチカガミは，他の水草に比べてカルシウム・マグネ

シウムの濃度が特に高い池に出現する傾向が報告されて

おり（愛知県，1995），水質が直接的あるいは間接的に

影響を与えている可能性も考えられる．

一方で，Web上のペットショップ，園芸店等では，

トチカガミを販売していることも散見される．外見が似

ているアマゾントチカガミLimnobium laevigatumと比

較すると，流通量は限定的ではあるが，トチカガミも鑑

賞用として栽培されている．実際に，ホテイアオイ

Eichhornia crassipesが数株放流されており（図5），放

流個体の可能性も否定できない．

今回確認したトチカガミにはすでに殖芽が形成されて

おり，越冬して来春以降に発生する可能性が高い．名古

屋城外堀には，コイ（飼育型）Cyprinus carpio，ソウギョ

Ctenopharyngodon idellus， コ ブ ハ ク チ ョ ウ Cygnus 

olor，ウシガエルLithobates catesbeianus，ミシシッピ

アカミミガメTrachemys scripta elegansなどの外来動物

が確認されており（寺本・浅香：2017），これらの食害

により消失する可能性がある．実際に，2014年に再確

認されたヒメビシはその後確認できていない．よって，

今後生育状況をモニタリングする必要がある．

証拠標本：愛知県名古屋市中区名古屋城外堀．Aichi 

Pref. Nagoya City, 1Honmaru Naka-ku The moat of 

Nagoya Castle, September 21, 2017, T. Teramoto, NBC-

NP2160
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